
第４章 全天候型人工気象実験施設の管理・運転 

 

1. 概要 

当研究所では、環境中に排出又は放出された放射

性核種等による環境影響を研究するため、全天候型

人工気象実験施設を運用している。本施設には、大

型人工気象室 1 室、小型人工気象チャンバー5 基及

び植物予備栽培チャンバー1 基、並びに、調査研究

試料を前処理・分析するための各種装置を有してい

る。また、非密封放射性同位元素を使用した調査研

究のため放射線管理区域を設定しており、区域内に

は上記の小型人工気象チャンバー5 基のうちの 2 基

をはじめとして種々の分析機器を設置している。 

 

2. 施設の運転・維持管理 

平成 30 年度において、日常的な運転管理並びに

施設維持管理のための定期的な保守点検、部品交換

及び法定検査等を実施した。また、経年劣化により

度々不具合が発生していたクリーンルーム及び機器

分析室の空調設備の一部について更新を行い、その

他の設備については健全に稼働させた。 

放射線管理区域の放射線管理に関しては、第 6 章

の安全衛生管理に記載した。 

 

3. 施設の利用 

大型人工気象室では、リンゴ樹葉面等各部位表面

からのヨウ素及びセシウムの吸収及び果実への転流

に関する実験における液状及び粒子状のヨウ素及び

セシウムの負荷が行われた。 

一般小型人工気象チャンバーでは、玄米への放射

性セシウムの移行低減化に対して有効な生長調節物

質を探索するための実験が行われ、さらに、大型人

工気象室で目的元素を負荷した上記リンゴ樹の栽培

が行われた。 

放射線管理区域の利用状況として、調査研究及び

その補助のために、管理区域へ入室した人員は年間

で延べ 1,647 人日であり、平成 29 年度の実績と比較

して約 160 人日増加した。これは、海産物への放射

性ヨウ素移行に関する実験が本格化したためである。 

RI 小型人工気象チャンバーでは、平成 29 年度に

引き続き、土壌から作物への放射性セシウムの移行

低減化手法を開発する一環として、青森県内で採取

した土壌に 137Cs を添加し、土壌から牧草への 137Cs

移行実験を行った。また、海産物への放射性ヨウ素

移行実験では、125I を使用し、摂餌によるヒラメへ

の 125I 移行に関する実験が行われた（図 1）。 

これらの他に、放射線管理区域の各種測定器を用

いて、青森県及び福島県で採取した環境試料中放射

性核種（3H、137Cs 等）濃度の測定及び東京電力福島

第一原子力発電所事故に関連した土壌試料中放射性

セシウム濃度の依頼測定が実施されており、それら

の維持管理に関しては第 1 章に記載した。 

 

図 1  放射性ヨウ素（125I）で標識した餌を与

え、ヒラメを飼育している様子（上段）

及び試料処理される直前のヒラメ（下

段） 



 


